
４/１

社 協 だ よ り 『 え が お 』 2008年４月１日発行　第61号

つ

ぶ

や

記

つ

ぶ

や

記

かしま社協だより

№ 61

2008年

●編集・発行／社会福祉法人 鹿嶋市社会福祉協議会
鹿嶋市平井1350-45　 0299-82-2621　FAX 0299-83-0242
 Ｕ Ｒ Ｌ http://www.sopia.or.jp/k-shakyo/
 Ｅ-ma i l  k-shakyo@sopia.or.jp

森林資源保護のために再生紙を使用しています。
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児童生徒福祉作文を放送児童生徒福祉作文を放送児童生徒福祉作文を放送

次回の社協だより「えがお」は、６月１日に発行予定です。
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　鹿嶋で生まれて鹿嶋で育

ち、ずっと鹿嶋に住まわれ

ています。

　お姑さんに手助けをして

もらいながら、子どもを育

て上げ、今も会社勤めを続

けています。静かに話され

る内田さんに、大黒舞の衣

装に白塗りの化粧をした姿

を重ねながら、お話を伺い

ました。

Ｑ　「平井大黒会」に入られた動機は？

Ａ　長年仕事をしていて、ボランティアの経験はなかっ

たのですが、友達に誘われ入りました。

Ｑ　どんな活動をしていますか？

Ａ　金婚式や敬老会などのイベント、地元の結婚披露宴

や施設の訪問などの依頼を受け、大黒舞を踊っていま

す。潮来踊りにも毎年参加しています。

　　また、ひとり暮らし高齢者の食事会（ひらあい会）

のお手伝いもしています。

Ｑ　活動していて何か感じた事はありますか？

Ａ　大黒舞を踊る前は恥ずかしかったけれど、夢中に

なって踊っているうちに、大黒さんに成りきっている

自分に気づきました。また、ひらあい会の食事会では、

お年寄りが寒いなか出席してくれるととてもうれしく

て、お手伝いをして良かったなと感じています。

Ｑ　あなたにとって「平井大黒会」でのボランティアとは？

Ａ　月１回の練習日には、家事を早く済ませて出席する

のがとても楽しく、生活に張りができました。大黒会

の仲間から学ぶことも多く、退職後の有意義な関係を

築いていける場だと思います。

内田　トシ子　60歳
うちだ としこ

平井大黒会

　安心してボランティア活動をしていただくために、

平成２０年度分の「ボランティア活動保険」の加入を

受け付けています。併せて、社協へのボランティア活

動登録（更新）もお願いします。

　○補償期間　加入日から平成２１年３月３１日まで

　○手続き方法　グループでの加入の場合は、代表者

印鑑、活動者名簿、保険料（掛金）

を、個人で加入の場合は、保険料をご

持参して下さい。

　○年間保険料（掛金）

   　※各プランの保険料（掛金）を引き下げました。

と　き　　平成２０年４月～平成２１年３月
　　　　　毎月第１，２，４金曜日
　　　　　　※開始日はお問い合わせ下さい。
　　　　　１０：００～１５：００

　　　　　（※準備、片づけ含む）
ところ　　ひまわり工房（鹿嶋市小山）
対　象　　身体障害者手帳の交付を受けている人
会　費　　月額 2,000円（粘土・材料費別途）
定　員　　５名程度
送　迎　　相談に応じます。
申込み・問合せ
　　　　　市身体障害者福祉協議会事務局
　　　　　　　　　　　　（市社会福祉協議会内）
　　　　　ＴＥＬ　８２－２６２１
　　　　　ＦＡＸ　８３－０２４２

お早めに！！
　　ボランティア保険加入を！
お早めに！！
　　ボランティア保険加入を！

ボランティア活動保険

　平成１９年度の児童生徒福祉作文が、「ＦＭかし

ま」で放送されます。

放送作文　　最優秀作　　９編

　　　　　　優秀作　　４１編

放送日程　　平成２０年４月１０日(木)から

　　　　　　　　　　　　　　　　９月１８日(木)

　　　　　　毎週木曜日　１２：３０～

陶芸教室「さつき会」参加者募集！　陶芸教室「さつき会」参加者募集！　陶芸教室「さつき会」参加者募集！　

と　き　　平成２０年５月２０月(火) ～５月２５日(日)
　　　　　１０：００～１９：００
　　　　　（最終日は１７：００）
ところ　　鹿嶋勤労文化会館
入場料　　大　人　５００円（当日　６００円）
　　　　　高校生　３００円（当日　４００円）
　　　　　中学生以下　無料
問合せ　　鹿嶋勤労文化会館
　　　　　ＴＥＬ　８３－５９１１

　２月２３日（土）、防災ボランティア
研修会が市総合福祉センターで開催さ
れました。
　鹿嶋消防署の講師の皆さんのわかり
やすい説明と実演のあと、参加者も実
際に人工呼吸や心臓マッサージを練習
し、初めてＡＥＤ（自動対外式除細動器）
の取扱も教わりました。
　緊急時に対応する人が、また、周囲
の人がどのように関わることが大切で、
どのような協力が必要なのかを感じた
講習会でした。

 基本タイプ

 天災タイプ

（地震・噴火・津波）

Ａ ２６０円

Ａ ４６０円

 Ｂ ４２０円

Ｂ ７７０円

Ｃ ５９０円

 Ｃ １,１３０円

星野富弘　花の詩画展星野富弘　花の詩画展星野富弘　花の詩画展星野富弘　花の詩画展
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鹿行ブロックボランティア活動研究集会

防災ボランティア研修会

ボランティアセンターサポーターの紹介

ボランティアセンター情報ボランティアセンター情報
　２０００年の社会福祉基礎構造改革以降、福祉は措置制度から利用者選択の時代に、サービス提供の場は施設
から在宅による地域社会へとそれぞれ移行してきました。そして、そこに住む人々や団体などの地域資源による
てづくりサービスと制度サービスの組み合わせによって、地域での自立した生活が守られてきています。
　このような社会情勢の中、鹿嶋市社会福祉協議会では地域福祉を推進する団体として、地域の福祉力をさらに
高めながら、地域住民による支え合い活動が自発的に展開されるよう小地域福祉活動 ( 地区社協活動 ) を引き続
き推進し、安心安全な地域社会づくりを進めます。また、利用者が安心して安全に利用できる施設管理に努める
とともに、今後さらに拡大する介護ニーズなどに対応できる質の高い職員育成を図りながらサービス向上にも
努め、継続的に安定した施設経営を展開していきます。
　市民福祉の向上を全力で進め、鹿嶋市の地域福祉発展の一翼を担ってまいりますので、市民の皆さんをはじめ、
関係者の皆さんのご支援とご協力をお願い申し上げます。

所在地　〒314-0012  鹿嶋市平井１３５０－４５  総合福祉センター内
　　　　ＴＥＬ８２－２６２１　ＦＡＸ８３－０２４２
　　　　URL　http://www.sopia.or.jp/k-shakyo/
　　　　E-mail　k-shakyo@sopia.or.jp

会長　内田　俊郎

「鹿嶋市社会福祉協議会 は、福祉のまちづくりを推進します。」「鹿嶋市社会福祉協議会 は、福祉のまちづくりを推進します。」「鹿嶋市社会福祉協議会 は、福祉のまちづくりを推進します。」

しゃ  きょう

特別養護老人ホーム　ウェルポート鹿嶋の郷特別養護老人ホーム　ウェルポート鹿嶋の郷

知的障害者通所更生施設　松の木学園知的障害者通所更生施設　松の木学園

■一般会計　知的障害者通所更生施設松の木学園 （単位：千円）

　□当期収入 ５７，７０７ □当期支出 ５７，７０７
　　補助金 １，４８５ 　人件費 ３５，８００
　　支援費 ４５，２４０ 　事務費 １４，２７９
　　利用者負担金 ９，４４３ 　事業費 ７，６２８
　　雑収入等 １，５３９
　□前期末支払資金残高 ４，４２６

所在地　〒314-0012　鹿嶋市平井１１２７－２
　　　　ＴＥＬ８４－６３０１　ＦＡＸ８４－６３０７
　　　　E-mail　matsunoki@sweet.ocn.ne.jp

［施設経営部門］
　□知的障害者通所更生施設　松の木学園の経営
　　○障害者自立支援法に基づく、新しいサービス体系への移行に向けて、

関係機関と協議を進めるとともに、利用者の心身の状態やニーズを
把握し、一人ひとりの自己実現を支援をします。

　　○人格 ( アイデンティティー・主体性・その人らしさ ) を尊重し、生産

所在地　〒314-0031　鹿嶋市宮中４６０３－１
　　　　ＴＥＬ９０－３１２３　ＦＡＸ８４－０３３６
　　　　E-mail　wel-port@sopia.or.jp

■一般会計　特別養護老人ホームウェルポート鹿嶋の郷 （単位：千円）

　□当期収入 ２０１, ６８３ □当期支出 ２０１，６８３
　　介護福祉施設介護料 １４２，５６２ 　人件費 １０９，９９６
　　居宅介護料 １９，５８３ 　事務費 ３６，３３４
　　利用者等利用料 ３８，０９６ 　事業費 ４９，５３８
　　その他の事業収入 ６６２ 　利用者負担軽減額 １，０００
　　事業外収入 １６８ 　事業外支出 ４００
　　雑収入等 ６１２ 　予備費 ２１５
　　  　経理区分間繰入金支出 ４，０００
　　  　固定資産取得費 ２００
　□前期末支払資金残高 ４４，６４８

■一般会計　デイサービス（通所介護）事業 （単位：千円）

　□当期収入 ５６，３８２ □当期支出 ５６，３８２
　　居宅介護料 ４９，５３９ 　人件費 ２８，４５４
　　利用者等利用料 ３，０１５ 　事務費 ８，９５６
　　その他の事業収入 ６４２ 　事業費 ９，５９７
　　受託事業収入 ３，０７３ 　経理区分間繰入金支出 ９，３７５
　　雑収入等 １１３
　□前期末支払資金残高 ３１，７５１

■一般会計　ホームヘルプ（訪問介護）事業 （単位：千円）

　□当期収入 ２３，２２７ □当期支出 ２３，２２７
　　居宅介護料 ９，７１０ 　人件費 ２０，７５０
　　その他の事業収入 ７，５３０ 　事務費 ２，４７７
　　雑収入等 １２
　　経理区分間繰入金収入 ５，９７５
　□前期末支払資金残高 ２，８７０

■一般会計　在宅介護支援センター事業 （単位：千円）

　□当期収入 ５，２０１ □当期支出 ５，２０１
　　受託金等 １，００１ 　人件費 ４，５５９
　　経理区分間繰入金 ４，２００ 　事務費 ６４２
　□前期末支払資金残高 ６３７

■一般会計　指定居宅介護事業所  （単位：千円）

　□当期収入 １０，９６０ □当期支出 １０，９６０
　　居宅介護料等 １０，９０８ 　人件費 ９，２６４
　　その他事業収入等 ５２ 　事務費 ８９６
　　  　会計区分間繰入金支出 ８００
　□前期末支払資金残高 １，９８７

［施設経営部門］
■健全な施設経営の確保

　□特別養護老人ホーム　ウェルポート鹿嶋の郷の経営
　　○利用者の心身の状況に応じた適切な介護福祉サービスを提供すると

ともに、地域における高齢者福祉サービスの拠点として地域社会と
の交流や地域住民の参加を積極的に受け入れながら地域住民の期待
にこたえられる施設運営を推進します。また、職員個々の意識改革と
資質向上を図るため、各分野の専門研修を重ね、各会議や委員会活動
を積極的に行い、利用者本位の質の高いサービスの提供に努めます。

［在宅福祉サービス部門］
■住みなれた居宅で生活が継続できるよう支援する部門

　□デイサービスセンター（通所介護）事業
　　○要介護者または要支援者などが、居宅においてその有する能力に応

じ自立した日常生活が営めるよう、通所により必要な介護及び機能
訓練等を行い自立を支援します。

　　○利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上を図るとともに、
その家族の身体的・精神的な負担の軽減を図ります。

　□ショートステイ（短期入所介護）事業
　　○在宅の要介護者や要支援者を短期間受け入れ、日常生活の支援と機

能訓練などを行い、本人の自立向上とその家族の身体的・精神的な
負担の軽減を図ります。

　□ホームヘルプサービス（訪問介護）事業
　　○在宅の要介護者や障がい者の自宅へ訪問して、利用者の身体介護や

日常生活の援助を行い、自立に向けて望む生活が得られるよう支援
するとともに、その家族の負担軽減を図ります。

　　○自立支援の理念に基づいた支援を行うため、利用者の個別性を重視
し、安定したサービスの提供に努めます。

　□指定居宅介護支援事業所事業
　　○要介護者が居宅において、心身の状況などを考慮しながら、適切な保

険・医療・福祉サービスなどを総合的に利用し、地域での生活が継
続できるよう相談に応じるとともに、要支援者の自立した生活向上
と積極的な介護予防の取り組みができるよう支援します。

　□在宅介護支援センター事業
　　○在宅のおおむね６５歳以上の高齢者を対象に、介護予防の取り組み

を行います。また、地域住民の皆さんに対しては、介護情報や技術を
提供し、要援護者やその家族などの福祉の向上に努めます。

平成２０年度収支予算

平成２０年度収支予算

平成２０年度収支予算

■一般会計　事務局（地域福祉推進部門） （単位：千円）

　□収入 ９７，００４ □支出 ９７，００４

　会費 ６，５５０ 人件費 ３３，０８３

　寄付金 ３，００１ 事務費 ３，７６４

　補助金 ２０，０００ 事業費 ５２，１７６

　助成金 ３７５ 共同募金配分金事業費 ２，８５８

　受託金 ５０，４５８ 助成金 ３７５

　共同募金配分金 ３，９６５ 負担金  ２０６

　負担金 ４６４ 固定資産取得費 １，２００

　利用料 １，２７０ 退職共済預け金等 １，６２７

　雑収入等  １７１ 予備費 １，７１５

　会計単位間繰入金 １，７５０

　経理区分間繰入金 ４，０００

　前年度繰越金 ５，０００

■特別会計　福祉用具貸与事業   （単位：千円）

　□収入 ６，０９０ □支出 ６，０９０

　介護保険 ５，７７８ 人件費 ２，５８４

　利用者利用料 ３００ 事業費 １，７３２

　雑収入等 １２ 会計単位間繰入金 １，７５０

  予備費等 ２４

　　○無料法律相談所（弁護士による法律相談です。）

　　　相談時間：１３：００～１６：００（１人あたり２５分程度）
　　　※事前予約制　（定員７名になり次第受付終了。）
　　　※年度内相談は１人１回のみ。

［在宅福祉サービス部門］
■住みなれた居宅で生活が継続できるよう支援する部門

　□外出支援サービス事業（移送サービス）
　　○寝たきり高齢者など普通乗用車での送迎が困難な場合に、

リフト付車両で通院の送迎を行います。

　□生きがい活動支援通所事業（ミニデイサービス）
　　○ひとり暮らし高齢者や介護保険の要介護認定で自立と認

定された人などの健康維持と生きがいづくりを支援しま
す。

　□ファミリー・サポート・センター事業
　　○保育園の送迎や保護者の外出・病気時の預かりなど、会

員制により子育てを支援します。

　□軽度生活援助事業（家事型ホームヘルプサービス）
　　○介護保険の要介護認定で自立と認定された人などに、調

理・洗濯・買い物などの家事援助を行います。

　□つどいの広場事業
　　○子育て中の親子が気軽に立ち寄って、おもちゃや遊具で

遊んだり絵本を読んだりしながら、親同士の情報交換も
できる憩いの場を提供し、子育てを支援します。

　□福祉用具貸与事業 　　　　　　　　　
　　○在宅の要介護者などを対象に、家族の労力と経済的負担

の軽減を図るため、介護用電動ベッド・床ずれ防止用具・
車いすなどの福祉用具をレンタルします。

　□日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）
　　○判断能力が不十分で、かつ親族などの援助が得られない

人に、日常的な金銭管理、書類の預かりサービスなど、在
宅での生活を支援します。

　　　※拠点は、各まちづくりセンター内
　　○地区社協が設置されていない地区には、地区福祉懇話会

などの話し合いの場を積極的に設け、地域の実状や福祉
意識の高まりを見極めながら、地区社協の設置を推進し
ます。

　□地域福祉活動計画の策定
　　○市地域福祉計画や市障がい福祉計画との整合性を図りな

がら策定します。

　□福祉ボランティア育成事業（ボランティアセンター）
　　○ボランティアは、地域福祉活動の推進に欠かすことので

きない人材です。その意見などを反映しながら、ボラン
ティアセンター活動の充実を図ります。

　□相談事業（心配ごと相談、法律相談）
　　○心配ごと相談所（日常生活の悩みごとなどの相談に相談

員が応じます。）

　　　（祝日 , お盆 , 年末年始の際は日程変更あり）

鹿嶋市社会福祉協議会　事務局鹿嶋市社会福祉協議会　事務局

　　　活動や創作的活動を重視しながら、生活の豊かさ向上に努
めます。

地区

鉢　形

組織名称（愛称）ＴＥＬ

豊　郷

まちづくり市民センター 毎月第１水曜日 １３：３０～１５：３０

大同東

高　松

豊郷地区社会福祉協議会
（あい・豊郷）
８２－７２４６

平井地区社会福祉協議会
（ひらあい会）
８３－４２２８

豊津地区社会福祉協議会
（うらら会）
８３－５６８０

はちがた地区社会福祉協議会
（はちふく会）
９０－３４３０

大同東地区社会福祉協議会
（大東あゆみの会）
６９－１１１６

たかまつ地区福祉会
（たかなみ会）
８３－０８４１

豊　津

O 高齢者食事会
O 高齢者見守り訪問
O 機関紙の発行

O 高齢者食事会
O 機関紙の発行
O 地域マップづくり

O 高齢者食事会
O 機関紙の発行

O 高齢者食事会
O 機関紙の発行

O 高齢者食事会
O 高齢者見守り訪問
O 小学生見守り活動
O 機関紙の発行
O 相談所の開設

主な活動内容

O 高齢者食事会
O 小学生見守り活動
O 機関紙の発行

波　野
波野地区社会福祉協議会

（いきいき波野）
８３－３５７３

平　井

O 高齢者さろん
O 小学生見守り活動
O 機関紙の発行

O 高齢者さろん
O 機関紙の発行中野西

中野西地区社会福祉協議会
( ウェル西 )
６９－６２１１　

［総務部門］
■組織運営の基盤となる組織管理や財務管理など組織を統括す

る部門

　□法人運営管理（理事会、評議員会、庶務、経理、人事など）
　　○運営組織の改善及び事務・事業を見直します。

　□広報・啓発事業（会員加入の促進、共同募金運動の推進など）
　　○社協活動の理解を高め、会員の拡充に努めます。
　　○機関紙の発行・ホームページの充実とともに、市報かし

まなどの広報媒体を活用し、市全体の福祉意識の向上を
図ります。

　□老人福祉センター管理運営（指定管理者）

［地域福祉活動推進部門］
■地域福祉事業を推進する部門

　□小地域福祉活動の推進状況（H20.3.1 現在）
　　○地区社協の設置地区には、継続的な運営を支援します。

と　こ　ろ と　　　き

まちづくり市民センター

　５月２１日 ( 水 )　　６月１８日 ( 水 )
　８月２０日 ( 水 )　　９月１７日 ( 水 )
１１月１９日 ( 水 )　１２月１７日 ( 水 )
　２月１８日 ( 水 )　　３月１８日 ( 水 )

と　こ　ろ と　　　き


